








要約:戦後一貫して進められてきた母子保健サービス事業は、母子保健指標の改善に大き

く寄与したと考えられている。しかし、住民のニーズは生活水準や住民意識に伴い変化し

ているが、基本となる母子保健サービスのシステムは不変である。現行の母子保健施策が

変化しつづける家庭や環境に対応できているのか、現代の母子を取り巻く多様なニードに

対応しきれているのか、単なる量的評価だけではなく、質的評価も重要視されなければな

らない。本研究では、民間機関の技法を導入することにより、母子保健事業の評価におけ

る質的評価や第三者評価を加味した評価技法モデルを提出することを目的とした。また、

このような母子保健事業に関する評価技法の確立は、基本的母子保健サービスの市町村移

管に際しても、必要不可欠であると考えられる。

本年度は評価技法のうち、社会学における質的分析法、フィールドワーク、マーケティン

グリサーチ法を概観し、母子保健事業の評価に対する応用可能性について検討した。


